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鶴
川
駅
周
辺
整
備�

野
津
田
公
園
整
備

　

加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

中
低
層
住
宅
地
区
の
地
区

整
備
計
画
と
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
地
区
施

設
と
し
て
幅
員
６
メ
ー
ト
ル
の
道

路
を
４
路
線
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
路
の
拡
幅
整
備
に
協
力
い

た
だ
け
る
場
合
、
現
在
の
建
蔽
率

４０
％
、
容
積
率
８０
％
か
ら
、
建
蔽

率
５０
％
、
容
積
率
１
０
０
％
と
す

る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。
拡
幅
整
備
の
工
事
は
、
２７
年

度
か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

「
冒
険
の
森
」
、
「
わ
ん

ぱ
く
広
場
」
、
「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
」
等
の
今
後
の
整
備
予
定
に
つ

い
て
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
２３
年
度

に
基
本
設
計
、
２４
年
度
に
実
施
設

計
、
２５
年
度
に
整
備
工
事
に
着
手

し
、
２７
年
度
に
は
完
成
予
定
で
す
。

　
問　

入
札
中
止
時
の
説
明
を
明

確
に
。

　
財
務
部
長
　
な
ぜ
中
止
に
な
っ

た
の
か
よ
く
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
改
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
和
人
権
を
尊
重�

す
る
町
田
を
創
る

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
避

難
さ
れ
た
方
は
何
人
で
、
必
要
な

支
援
は
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
現
在
は
３
名

で
す
。
う
ち
２
名
の
方
は
、
聞
き

取
り
が
で
き
て
お
り
、
各
部
門
で

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
ま
す
。

も
う
１
名
の
方
は
、
直
接
聞
き
取

り
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
身
近

に
支
援
者
が
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
て
い
ま
す
。
国
や
都
か
ら
の
支

援
に
関
す
る
情
報
は
、
関
係
部
署

と
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
コ
ロ

ナ
禍
の
現
状
な
ど
、
小
中
学
校
で

児
童
生
徒
が
世
界
や
日
本
で
起
き

て
い
る
時
事
問
題
に
も
関
心
を
持

ち
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

学
校
で
の
取
組
を
伺
う
。

　
指
導
室
長
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
取
組
を

通
じ
て
、
新
聞
記
事
の
中
か
ら
、

興
味
や
関
心
を
持
っ
た
記
事
を
選

び
、
感
想
を
書
く
な
ど
、
時
事
問

題
に
触
れ
る
工
夫
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進�

／

官

民

連

携

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ�

プ
制
度
導
入
他

Ｄ
Ｘ
の
個
人
情
報�

の
保
護
に
つ
い
て

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
、
今
後
の

町
田
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
榎
本
副
市
長
　
委
員
会
の
意
見

や
国
の
重
点
計
画
を
踏
ま
え
、
１０

月
に
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総
合
戦

略
２
０
２
２
へ
の
改
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
徹
底
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
利
便
性
向
上
と
市
役
所
の

生
産
性
向
上
を
図
り
、
新
た
な
価

　

松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　
「
第
５
次
町
田
市
男
女
平

等
推
進
計
画
」
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
導
入
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
目
的
と
意
義
は
。

　
市
長
　
市
民
の
皆
様
、
事
業
者

の
皆
様
な
ど
と
共
に
、
全
市
を
挙

げ
た
取
組
と
す
る
た
め
、
性
の
多

様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
目
指
す

（
仮
称
）
性
の
多
様
性
尊
重
条
例

の
制
定
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

手
話
講
習
会
初
級
ク
ラ
ス

の
夜
の
部
の
存
続
を
求
め
る
。

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
が
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

　
総
務
部
長
　
個
人
情
報
保
護
法

改
正
で
、
町
田
市
も
も
ち
ろ
ん
全

国
的
に
標
準
化
さ
れ
た
一
律
の
レ

ベ
ル
で
個
人
情
報
が
よ
り
適
正
に

保
護
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

学
校
統
廃
合
に
よ
り
並
置

す
る
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
統
廃
合
す

値
を
創
出
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

新
た
な
学
校
づ
く
り
に
向

け
て
、
建
物
面
で
の
方
向
性
は
。

　
教
育
長
　
既
存
の
小
中
学
校
が

現
在
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
消
し
、

多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
で
き
る

施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

骨
太
の
方
針
２
０
２
２
を

受
け
て
、
官
民
連
携
の
方
向
性
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
連
携
協
定
締

結
を
は
じ
め
、
様
々
な
形
で
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
２２
年
８
月
に

手
話
講
習
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
検
討

結
果
を
踏
ま
え
て
手
話
講
習
会
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
ど
複
合
的

な
課
題
を
抱
え
た
方
に
つ
い
て
、

制
度
運
用
の
見
直
し
も
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
包
括
的
相
談

支
援
検
討
委
員
会
、
ま
た
作
業
部

会
を
２２
年
４
月
に
立
ち
上
げ
、
今

後
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

る
学
校
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、

学
校
施
設
内
に
設
置
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
き
な
影
響
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
問　

都
内
ト
ッ
プ
の
保
育
所
待

機
児
童
の
解
消
の
見
通
し
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
第
二
期
町

田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
中
間
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
２３
年
度
以
降
の
ニ
ー
ズ
量
の

見
込
み
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
施

設
整
備
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー�

支
援
に
つ
い
て
！

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

子
ど
も
が
家
族
の
ケ
ア
を

担
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
町
田
市
の
取
組
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
地

域
ホ
ッ
と
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
関

係
部
署
７
課
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の

連
携
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
立
図
書
館
の
活
性

化
に
伴
い
、
１０
月
に
導
入
予
定
の

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
と
対

応
状
況
を
問
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
急
速
に
進
ん

だ
暮
ら
し
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
た
め
導
入
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、
シ
ス
テ

ム
構
築
や
貸
し
出
し
す
る
電
子
書

籍
の
選
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
鶴
川
駅
前
図
書
館
は
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
開
館
時
間
や

開
館
日
を
拡
大
し
、
今
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

忠
生
地
区
ま
ち
づ�

く
り
に
つ
い
て

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

こ
れ
か
ら
の
忠
生
地
区
の

発
展
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
市
長
　
町
田
市
忠
生
地
区
ご
み

の
資
源
化
施
設
周
辺
地
域
整
備
推

進
検
討
委
員
会
の
場
で
意
見
交
換

を
行
い
、
全
庁
の
部
署
間
で
連
携

し
、
ま
す
ま
す
魅
力
の
あ
る
活
気

に
満
ち
た
地
区
に
な
る
よ
う
進
め

て
ま
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
問　

現
在
町
田
市
は
６
市
町
村

と
の
交
流
が
あ
る
が
コ
ロ
ナ
禍
で

途
絶
え
て
い
る
。
今
後
の
都
市
間

交
流
の
方
向
性
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
感
染
拡
大
防
止
の
取
組

を
行
い
な
が
ら
、
今
ま
で
と
同
じ

よ
う
な
交
流
を
再
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

遠
藤
周
作
生
誕
１
０
０
年

に
向
け
て
、
市
民
協
働
で
盛
り
上

げ
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
現
在
、
音
楽

座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
協
働
で
文
学

館
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
パ
ラ
レ
ガ
シ�

ー
共
生
社
会
実
現

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
、
共
生
社

会
の
実
現
を
。

　
赤
塚
副
市
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
の
基
本
原
則
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
を
文
化
や
教
育
と
融
合
さ
せ
、

よ
り
よ
い
生
き
方
を
創
造
す
る
こ

と
と
、
共
生
社
会
を
育
む
契
機
と

な
る
大
会
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

競
技
大
会
終
了
後
に
お
い
て
も
様

々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
へ

の
地
域
の
保
健
師
へ
の
相
談
や
継

続
的
な
支
援
体
制
を
求
め
る
。

　
保
健
総
務
課
長
　
地
域
の
身
近

な
窓
口
と
し
て
気
軽
に
相
談
を
受

け
支
援
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
丁

寧
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

最
終
処
分
場
跡
地
と
旧
埋

立
地
を
活
用
し
た
総
合
的
な
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
時
間
軸
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
峠
谷
地
区
及
び

旧
埋
立
地
の
公
園
整
備
は
、
３２
年

度
の
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

中
核
市
市
長
会
の�

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は

　

吉
田
つ
と
む
（
無
所
属)

　
問　

町
田
市
は
新
た
に
中
核
市

市
長
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加

し
た
と
聞
き
歓
迎
し
て
い
る
。
中

核
市
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
市
民

に
詳
し
く
伝
え
る
べ
き
で
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
こ
れ
ま
で
も

自
治
体
間
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を

人
口
規
模
が
同
規
模
の
近
隣
市
と

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
広
報
は
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
同
様
に
中
核
市

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
も

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

夏
の
甲
子
園
で
二
度
も
優

勝
し
た
こ
と
を
始
め
、
何
度
も
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
て
き
た
日
大

三
高
の
小
倉
監
督
に
対
し
て
、
特

別
表
彰
な
ど
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
政
策
経
営
部
長
　
表
彰
の
内
容

に
よ
っ
て
は
議
会
の
同
意
が
必
要

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、

現
段
階
で
そ
う
い
っ
た
表
彰
が
可

能
か
否
か
と
い
う
回
答
は
で
き
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

遠藤周作　自宅にて　1970年
出典：町田市ホームページより

一般質問
　９月１日、２日、５日から７日の５日間
にわたり、３１名の議員が市政を取り巻く諸
問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、答
弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。


